
  

 

 

 
 
 





 

佐賀県環境試料放射能バックグラウンド調査結果について（平成 30 年度） 
 

令和元年８月１９日 
佐賀県環境センター 

１ 概要  
県では、玄海原子力発電所で事故が発生し放射性物質が環境に放出される場合に

備えて、UPZ（発電所から５～30ｋｍ）内の土壌について、平成 29 年度から 
令和３年度までの５年間で 50 地点（年間 10 地点）を調査することとしました。 
今回は、平成 30 年度の調査結果についてまとめました。 

 
２ 調査方法 
（１）平成 30 年度調査地点 
UPZ 内のモニタリングポスト、電子線量計設置地点の周辺 50 地点のうち、 

平成 30 年度は玄海町２地点、唐津市７地点、伊万里市 1地点の計 10 地点を調査し
ました（添付資料１，２）。 

（２）土壌採取方法 
   土壌採取については、文部科学省放射能測定法シリーズ「環境試料採取法」に

準じて、土壌採取器を使用して土壌表面から深さ５cm までの表層を採取しまし
た。 

（３）調査項目及び測定方法 
各調査地点で採取した土壌に対して、60Co（コバルト 60）、137Cs（セシウム 137）、

90Sr（ストロンチウム 90）、238Pu（プルトニウム 238）及び 239+240Pu（プルトニウム
239＋240）の放射能濃度を測定しました。 
なお、参考核種として、40K（カリウム 40）、54Mn（マンガン 54）、59Fe（鉄 59）、

65Zn（亜鉛 65）、95Zr（ジルコニウム 95）、134Cs（セシウム 134）、144Ce（セリウム
144）の放射能濃度も測定しました。 
核種毎の測定方法は次のとおりです。 

 （文部科学省放射能測定法シリーズ） 
、  ··············「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」 

 ························「放射性ストロンチウム分析法」 
、  ··········「プルトニウム分析法」 

参考核種 ················「ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトロメトリー」 

佐賀県環境放射能技術会議 
資料１－２ 
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（４）分析機関 
   専門の分析機関に委託しました。 
   ・平成 30 年度委託先 一般財団法人 九州環境管理協会 
 
３ 調査結果 
 平成 30 年度の土壌中の放射能調査結果については表１のとおりであり、一部の
試料から、昨年度と同様の人工放射性核種（ 、 、 ）が検出されました。 
 各地点における測定結果は別表のとおりです。 
 なお、ゲルマニウム半導体検出器によるガンマ線スペクトル測定において、
以外の人工放射性核種（ 、 、 、 、 、 ）は検出されませ
んでした。 

 
表１ 調査結果（平成 年度） 
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